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The transient receptor potential cation
channel subfamily V members 1 and 2, P2X
purinoceptor 3 and calcitonin gene-related
peptide in sensory neurons of the rat
trigeminal ganglion, innervating the
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熱（52 度以上）や機械的刺激に対するセンサーである TRPV2、ATP のレセプターである P2X3 の分布を明
らかにした。 
動物は７週令の雄性 Wistar ラット（180g）を用いた。麻酔下（ペントバルピタール 29mg／kg i.p. ）
で、下顎骨の骨膜及び骨髄、咬筋、或いは下顎皮膚にトレーサーであるFluoro-goldを注入し、３日後に還流
固定後、TGを取り出し、8 µmの凍結切片を作製し、TRPV1・TRPV2・P2X3と侵害情報の伝達物質であり、
神経原性炎症に関係する calcitonin gene-related peptide (CGRP)の分布を調べるために、蛍光二重染色を行っ
た。 
その結果、骨膜を支配する TGニューロンの大きさ (mean ± S.D.=810.7 ± 36.1 μm2) は、咬筋を支配す
るものよりも小さく(927.0 ± 75.6μm2)、顔面皮膚を支配するものよりも大きいことが明らかとなった
(661.3 ± 82.2μm2)。骨膜を支配するTGニューロンのうち26.7%がTRPV1を, 47.1%がTRPV2を、50.1%がP2X3
を含んでいた。骨膜を支配するTGニューロンにおけるTRPV2の発現は、皮膚を支配するそれらに比べ 豊富で




以上の結果から、骨膜、咬筋、を支配する TG ニューロンがカプサイシン、酸、機械的刺激や ATPに対する
センサーを有していることが明らかとなった。 一部の骨膜を支配する TG ニューロンでは TRPV1, TRPV2 and 
P2X3 の活性化により、CGRP が炎症メディエーターとして作用し神経原性の炎症に関与している可能性も示唆
された。 
 
